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『
日
本
外
交
文
書
』
が
閲
し
た
八
〇
年
は
、
ち
ょ
う
ど
私
自
身
の
こ
れ
ま
で
の

人
生
八
〇
年
と
重
な
っ
て
い
る
。
戦
後
の
昭
和
二
二
年
三
月
以
来
の
『
日
本
外
交

文
書
』
が
『
大
日
本
外
交
文
書
』（
第
一
巻
第
一
冊
、
日
本
国
際
協
会
）
と
し
て
創

刊
さ
れ
た
の
は
、
私
が
こ
の
世
に
生
を
享
け
る
三
カ
月
余
前
の
昭
和
一
一
年
六
月

二
二
日
で
あ
っ
た
。
続
い
て
同
年
一
〇
月
一
四
日
に
同
第
一
巻
第
二
冊
が
刊
行
さ

れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
革
装
丁
本
で
あ
り
、
私
が
見
る
こ
と
が
で
き
た
東
京
大
学

法
学
部
所
蔵
本
は
現
在
で
は
背
表
紙
な
ど
の
損
傷
が
甚
し
い
が
、
こ
れ
ら
は
当
時

外
交
史
の
教
授
で
あ
っ
た
神
川
彦
松
法
学
博
士
に
よ
っ
て
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。こ

の
よ
う
な
革
装
丁
本
は
、
遠
く
遡
れ
ば
、
明
治
一
一
年
一
〇
月
に
刊
行
さ
れ

た
岩
倉
具
視
を
特
命
全
権
大
使
と
す
る
使
節
団
の
見
聞
の
記
録
で
あ
る
久
米
邦
武

編
『
米
欧
回
覧
実
記
』（
第
一
編
・
第
二
編
、
太
政
官
記
録
掛
刊
行
）
も
同
じ
で
あ

り
、
装
丁
に
つ
い
て
は
『
大
日
本
外
交
文
書
』
は
そ
の
先
例
を
踏
襲
し
た
の
か
も

知
れ
な
い
。
内
容
的
に
も
、『
米
欧
回
覧
実
記
』
は
外
交
記
録
の
豊
か
な
実
質
を
備

え
た
も
の
で
あ
り
、『
大
日
本
外
交
文
書
』
の
事
実
上
の
先
駆
け
と
い
っ
て
も
よ

い
よ
う
に
思
う
。

と
こ
ろ
で
明
治
元
年
分
の
外
交
文
書
を
収
録
し
た
『
大
日
本
外
交
文
書
』
第
一

巻
（
第
一
・
第
二
冊
）
に
は
、
そ
の
巻
頭
に
「
明
治
元
年
正
月
十
日　

大
政
復
古

布
告
ノ
国
書
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
当
然
に
「
従
前
条
約　

雖
用
大

君
名
称　

自
今
而
後　

当
換
以
天
皇
称
」
の
一
文
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
そ
れ
に
続
い
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
、
明
治
元
年
三
月
一
四
日
付
の

明
治
天
皇
の
親
書
の
形
を
と
っ
た
国
民
向
け
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。「
億
兆
安

撫　

国
威
宣
布
ノ
御
宸
翰
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
新
た
に
目
覚
め
た
天
皇

の
政
治
的
主
体
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。そ
れ
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

「
今
日
ノ
事
、
朕
自
身
骨
ヲ
労
シ
、
心
志
ヲ
苦
メ
、
艱
難
ノ
先
ニ
立
、
…
…
治
蹟

ヲ
勤
メ
テ
コ
ソ
始
テ
天
職
ヲ
奉
ジ
テ
億
兆
ノ
君
タ
ル
所
ニ
背
カ
ザ
ル
ベ
シ
」

ま
た
そ
れ
と
同
時
に
、
天
皇
統
治
の
前
途
へ
の
天
皇
自
身
の
不
安
も
隠
さ
れ
て

は
い
な
い
。
宸
翰
に
は
「
今
日
朝
廷
ノ
尊
重
ハ
古
ヘ
ニ
倍
セ
シ
ガ
如
ク
ニ
テ
朝
威

ハ
倍
衰
ヘ
上
下
相
離
ル
ヽ
コ
ト
霄
壤
ノ
如
シ　

カ
ヽ
ル
形
勢
ニ
テ
何
ヲ
以
テ
天
下

ニ
君
臨
セ
ン
ヤ
」
と
叙
せ
ら
れ
て
い
る
。

特
集　
『
日
本
外
交
文
書
』
八
〇
年

『
日
本
外
交
文
書
』
八
〇
年
に
寄
せ
て

　
　
　
　
　
　

―
二
国
間
外
交
文
書
か
ら
多
元
的
国
際
関
係
文
書
へ
―

東
京
大
学
名
誉
教
授
・
日
本
学
士
院
会
員　
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こ
の
よ
う
な
自
負
と
不
安
と
が
異
例
に
も
天
皇
の
外
交
文
書
へ
の
直
接
的
登
場

を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
っ
た
。
明
治
一
二
年
八
月
一
〇
日
に
行
わ
れ
た
、
折
か
ら

来
日
中
の
ユ
リ
シ
ー
ズ
・
Ｓ
・
グ
ラ
ン
ト
元
米
国
大
統
領
と
の
会
見
記
録
が
そ
れ

で
あ
る
。
グ
ラ
ン
ト
は
岩
倉
使
節
団
訪
米
中
の
現
職
の
大
統
領
で
あ
り
、
南
北
戦

争
に
お
い
て
北
軍
を
勝
利
に
導
い
た
軍
事
的
英
雄
で
あ
っ
た
。
岩
倉
使
節
団
一
行

も
在
米
中
、
グ
ラ
ン
ト
が
南
軍
の
将
ロ
バ
ー
ト
・
Ｅ
・
リ
ー
と
対
決
し
、
南
北
戦

争
の
帰
趨
を
決
し
た
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
ア
ー
リ
ン
ト
ン
の
旧
戦
場
に
お
け
る
グ
ラ

ン
ト
出
席
の
「
招
魂
祭
」
に
参
会
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
来
日
し
た
グ
ラ
ン
ト
と

明
治
天
皇
と
の
会
見
を
用
意
し
た
の
は
当
時
の
右
大
臣
岩
倉
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
会
見
記
録
が
『
明
治
天
皇
紀
』
の
他
に
、
岩
倉
の
伝
記
で
あ
る
『
岩
倉
公
実

記
』
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
こ
と
を
示
唆
す
る
。

こ
の
会
見
記
録
の
歴
史
的
意
義
は
、明
治
天
皇
が
グ
ラ
ン
ト
の
勧
告
に
よ
っ
て
、

不
平
等
条
約
下
の
日
本
の
進
路
に
つ
い
て
具
体
的
な
指
針
を
得
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
は
日
清
不
戦
と
非
外
債
政
策
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
が
天
皇
の
信
条
に
止
ま

ら
ず
、
少
な
く
と
も
日
清
戦
争
前
（
日
本
の
植
民
地
帝
国
化
前
）
の
自
立
的
資
本

主
義
を
追
求
す
る
日
本
の
政
治
的
経
済
的
な
対
外
政
策
の
基
本
線
を
形
成
し
た
こ

と
で
あ
る
。

こ
の
会
見
記
録
は
、
不
平
等
条
約
下
の
明
治
国
家
の
歴
史
的
特
質
（
特
に
そ
の

政
治
的
経
済
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
）
に
つ
い
て
の
私
自
身
の
理
解
に
至
大
な
影
響

を
与
え
た
（
拙
著
『
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
と
極
東
』
の
第
Ⅰ
部
「
明
治
国
家

の
経
済
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
参
照
）。
こ
れ
が
『
日
本
外
交
文
書
』
第
一
二
巻
に
収

録
さ
れ
た
の
は
、
対
日
占
領
下
の
一
九
四
九
年
で
あ
っ
た
が
、
当
時
の
日
本
に
は
、

戦
後
日
本
の
出
発
点
を
日
清
戦
争
前
の
明
治
日
本
に
求
め
よ
う
と
す
る
考
え
が
一

部
の
識
者
や
宮
中
関
係
者
の
間
に
あ
り
、
こ
の
会
見
記
録
は
そ
の
考
え
に
沿
っ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。

明
治
天
皇
の
先
例
と
同
じ
く
、
非
外
交
官
が
実
質
的
な
外
交
的
役
割
を
担
っ
て

外
交
文
書
に
登
場
し
、
し
か
も
第
一
次
大
戦
後
の
東
ア
ジ
ア
の
国
際
政
治
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
た
事
例
が
、
一
九
二
〇
年
当
時
の
井
上
準
之
助
日
銀
総
裁
と

ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
の
最
有
力
投
資
銀
行
モ
ル
ガ
ン
商
会
の
代
表
者
ト
ー
マ

ス
・
ラ
モ
ン
ト
と
の
会
談
記
録
に
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
大
正
九
年
分
の
『
日
本
外

交
文
書
』
第
二
冊
上
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
会
談
記
録
も
ま
た
、
ワ
シ
ン

ト
ン
体
制
の
歴
史
的
特
質
に
つ
い
て
の
私
自
身
の
理
解
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え

た
史
料
で
あ
る
（
拙
著
、
同
上
、
第
Ⅱ
部
「
国
際
金
融
資
本
と
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
」

参
照
）。

第
一
次
大
戦
後
、
パ
ッ
ク
ス
・
ブ
リ
タ
ニ
カ
と
い
わ
れ
る
帝
国
的
な
覇
権
体
制

の
崩
壊
に
伴
っ
て
、
多
極
化
し
、
多
様
化
し
た
「
国
際
社
会
」
の
現
実
に
対
応
し

う
る
新
し
い
学
問
的
ア
プ
ロ
ー
チ
（「
国
際
政
治
学
」）
の
必
要
が
唱
え
ら
れ
た
。

そ
も
そ
も
今
日
頻
用
さ
れ
る
「
国
際
社
会
」
と
い
う
言
葉
自
体
が
登
場
し
た
の
は
、

第
一
次
大
戦
後
の
こ
の
時
期
で
あ
る
。
そ
れ
は
本
来
、
主
権
国
家
の
集
合
と
い
う

よ
う
な
漠
然
た
る
概
念
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
国
家
以
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
目
的

集
団
が
国
際
政
治
を
動
か
す
主
体
と
し
て
登
場
し
始
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た

状
況
変
化
を
示
す
概
念
で
あ
る
。
そ
れ
は
国
際
関
係
の
多
元
化
で
あ
る
。
そ
の
よ

う
な
「
国
際
社
会
」
化
は
今
日
ア
ナ
ー
キ
ー
化
を
も
伴
い
つ
つ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

規
模
で
展
開
し
て
い
る
。『
日
本
外
交
文
書
』
の
今
後
の
課
題
も
ま
た
、
二
国
間
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関
係
を
前
提
と
し
た
「
外
交
史
」
の
た
め
の
史
料
編
纂
に
止
ま
ら
ず
、
必
ず
し
も

職
業
外
交
官
の
み
が
登
場
し
な
い
多
様
な
分
野
の
問
題
が
錯
綜
す
る
複
雑
系
と
し

て
の
多
国
間
関
係
や
多
元
的
国
際
関
係
の
現
実
の
解
明
に
役
立
ち
う
る
史
料
編
纂

に
も
及
ぶ
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。


